
第
三
節
　
帝
国
議
会
の

開
設
と
県
政

一

　

民
力
休
養
問
題
と
地
方
的
利
害

地
租
軽
減
と

地

価

修
正

一

八
九
〇
（
明
治
二

十
三

）
年
十
一

月
に

開
設
さ
れ
た
第
一

回
帝
国
議
会
に

お

い

て
、

民
党
は
結
束
し
て

政
費
節
減
・

民
力
休
養

を
ス

ロ

ー
ガ
ン

と
し
て
、

強
兵
富
国
策
を
国
是
と
す
る
藩
閥
政
府
と
激
し
く
争
っ

た
。

政
費
節
減
（
冗
官
冗
費
の

節
減
）
を
実
現
し
、

そ
れ
に

よ
っ

て

生
ず
る
剰
余
を
財
源
と
し
て

過
重
な
地
租
を
軽
減
し
、

民
力
の

疲
弊
を
回
復
し
よ
う

と
い

う
の

が

民
力
休
養
の

具
体
的
中
味
で

あ
っ

た
。

第
二

章
第
五
節
で

述
べ

た
よ
う
に
、

松
方
デ
フ

レ

政
策
下
、

農
民
に
と
っ

て

最
大
の

関
心
事
は

公
租
の

実
質
的
負
担
の

増
大
で

あ
っ

た
。

一

八
八
〇
年
代
中
ご
ろ
か
ら
、

地
租
の

延
納
、

未
納
分
年
賦
払
い
、

あ
る
い

は
租
税
の

軽
減
の

請
願
が
い

ろ
い

ろ
な
か
た
ち
で

提
出
さ
れ
た
。

こ

う
し
た
農
民
の

負
担
軽
減
の

要
求
が
、

帝
国
議
会
開
設
に

至
っ

て

民
力
休
養
の
ス

ロ

ー
ガ
ン

に

結
集
し
た
の

で

あ
っ

た
。

さ
て
、

神
奈
川
県
か
ら
、

こ

の

帝
国
議
会
に

地
租
の

軽
減
を
求
め
た
二
種
類
の

請
願
書
が
提
出
さ
れ
た
。

一

つ

は
衆
議
院
に

提
出
さ
れ
た
、

県
下

一

市
十
二

郡
の

有
志
者
に

よ
る
「
地
租
軽
減
ノ

儀
ニ

付
請
願
書
」（『
進
歩
』
第
一

〇
号
、

一

八
九
一

年
一

月
十
五
日

）
で

あ
っ

た
。

紹
介
議
員
は
立
憲
自
由
党
員
で

あ
る

第
三
区
（
三
多
摩
郡
）
選
出
の

石
坂
昌
孝
・

瀬
戸
岡
為
一

郎
及
び
第
四
区
（
三
浦
鎌
倉
両
郡
）
選
出
の

山
田
東

次
で
、

奉
呈
委
員
は
土
方
房
五
郎
（
南
多
摩
郡

）・
菊
池
小
兵
衛
（
高
座
郡
）・
鈴
本
稲
之
輔
（
横
浜
市
）・
鎌
田
訥
郎
（
北
多
摩
郡
）・
難
波
惣
平
（
愛
甲

郡
）
ら
の

各
郡
市
の

県
会
議
員
で

あ
っ

た
。
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各
郡
市
別
の

署
名
者
数
及
び
代
表
者
は
第
四
十
四
表
の

よ

う
に
な
っ

て
い

る
。

こ

の

請
願
書
は
、

帝
国
議
会
に

提
出
さ
れ
た
「
地
租
条
例

改
正
案
」
が
田
畑
の

み
地
租
五
厘
減
（
地
価
の

百
分
の

二

）
と

な
っ

て
い

る
こ

と
を
不

満
と
し
て
、

「
地
種
ニ

論
ナ
ク

百
分

ノ

二

御
減
額
」
を
要
請
し
た
よ
り
徹
底
し
た
地
租
軽
減
要
求

と
な
っ

て
い

た
。

ま
た
、

こ

の

請
願
書
は
、

結
社
の

自
由
や

選
挙
被
選
挙
権
の

拡
張
等
、

政
治
的
諸
権
利
の

拡
張
を
求
め

た
請
願
書
と
一

括
し
て

提
出
し
た
と
こ

ろ
に
一

つ

の

特
色
を

も
っ

て
い

た
。

第44表　郡市別地租軽減請願書署名数

『進歩』第10号から

他
方
、

こ

れ
と
は
質
的
に

異
な
っ

た
、

全
国
の

地
価
の

不
均
衡
是
正
に

よ
っ

て

地
租
の

軽
減
を
は
か
ろ
う
と
す
る
「
地
価
修
正
請
願
書
」
が
、

橘

樹
郡
の

飯
田
快
三
、

添
田
知
義
、

都
筑
郡
の

佐
藤
貞
幹
等
に
よ
っ

て

貴
衆
両
院
へ

提
出
さ
れ
た
。

こ

の

請
願
書
は
衆
議
院
に

提
出
さ
れ
た
「
特
別
地

価
修
正
案
」
に

対
応
し
た
も
の

で

あ
っ

た
。

こ

の

法
案
は
、

地
価
の

修
正
に
よ
っ

て

実
質
的
に

地
租
が
軽
減
さ
れ
る
地
方
に
と
っ

て

は
望
ま
し
い

も

の

で

あ
っ

た
が
、

そ
の

恩
典
に

浴
し
得
な
い

地
方
に
と
っ

て

は
、

ぬ

き
さ
し
な
ら
な
い

不
利
な
法
案
で

あ
り
、

地
方
的
な
利
害
を
全
面
に
押
し
出
し

た
性
格
を
有
し
て
い

た
。

佐
藤
貞
幹
の

地
価
修
正
論

こ

う
し
た
考
え
方
は
、

帝
国
議
会
開
設
以
前
か

ら
す
で

に

あ
り
、

都
筑
郡
の

佐
藤
貞
幹
も
こ

の

派
の
一

人
で

あ
っ

た
。

佐
藤
は

「
河
嶋
醇
氏
ノ

地
租
改
正
論
ヲ

読
ム

」（『
進
歩
』
第
三
号
、

一

八
九
〇
年
九
月
二
十
五
日

）
で

次
の

よ
う
に

主
張
し
て
い

た
。
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〓
ニ

注
意
ス

ヘ

キ
ハ

地
租
修
正
ノ
一

事
ナ

リ
、

明
治
六
年
ノ

改
正
ノ

時
ノ

如
キ
、

鉄
道
未
タ
開
ケ
ス

道
路
修
ラ
ス
、

海
運
尚
幼
稚
ニ

属
セ

シ

ヲ

以
テ
、

米
麦
ノ

価
格

中
央
都
府
近
傍
ト
僻
遠
地
方
ト

大
ニ

懸
隔
セ

シ

カ
、

今
ヤ
運
輸
ノ

途
大
ニ

開
ケ
、

其
差
ノ

漸
ク

減
ス

ル

ニ

従
ヒ
、

偏
重
偏
軽
ノ

弊
ヲ

矯
メ

サ
ル

可
ラ
ス

云
々

佐
藤
は
地
価
の

不
均
衡
を
論
ず
る
以
前
の

過
重
地
租
の

是
正
や
民
力
一

般
の

疲
弊
克
服
に

対
し
て

は
関
心
が
薄
く
、

地
価
の

不
均
衡
と
い

う
個
別

的
な
地
方
の

利
害
に

最
大
の

関
心
を
よ
せ
て
い

た
。

前
述
の

地
租
一

率
五
厘
減
を
も
と
め
る
請
願
書
に

都
筑
郡
が
加
わ
っ

て
い

な
い

の

も
、

佐
藤
の

こ

う
し
た
主
張
が
原
因
し
て
い

る
の

で

あ
ろ
う
。

第
四
節
で

詳
述
し
て
い

る
よ
う
に
、

佐
藤
は
、

第
一

回
の

衆
議
院
議
員
選
挙
の

と
き
、

第
二

区
で

当
選
し
た
橘
樹
郡
の

山
田
泰
造
の

対
抗
馬
の
一

人
で

あ
り
、

ま
た
、

添
田
知
義
も
同
じ
く
山
田
の

対
抗
馬
の
一

人
で

あ
っ

た
。

彼
ら
は
、

現
実
的
な

諸
利
害
を
政
治
的
諸
権
利
の

拡
張
と
結
び
つ

け
よ
う
と
す
る
旧
民
権
派
と
は
趣
を
異
に

し
て
い

た
。

進歩第3号　小島幸康氏蔵

第
一

回
帝
国
議
会
終
了
後
、

地
価
修
正
派
の

全
国
的
結
集
が
進
み
、

一

八
九
一

（
明
治
二
十
四

）
年
五
月
、

一

府
十
九
県
の

代
表
者
が

大
阪
に

参

集
し
、

地
価
修
正
請
願
同
盟
を
結
成
し
た
。

八
月
に

は
同
盟
会
委
員
に

よ
る
神
奈
川
県
下
の

遊
説
が

あ
り
、

添
田
ら
は
同
盟
会
に

結
集
し
て
い

っ

た
。

同
盟
会
は
第
二

回
帝
国
議
会
直
前
に
二

府
二

十
二

県
を
組
織
化
し
た
。

こ

の

同
盟
会
の

調
査
で

神
奈
川
県
の

地
価
が
他
府
県
に

比
し
て

過
当
で

あ
り
、

し
か

も
、

全
国
で

「
島
根
、

岡
山
等
に

継
ぎ
高
点
の

第
四
」（
資
料
編
11

近
代
・

現
代
⑴
一

八
五

）
と
い

う
事
実
が
明
ら
か

に

な
っ

た
。

添
田
、

飯
田
ら
の

動
き
は
活
発

化
し
、

第
二

回
帝
国
議
会
直
前
の

九
月
に

は
橘
樹
・

久
良
岐
・

都
筑
三
郡
地
価
修
正
請

願
同
盟
を
結
成
し
た
。

注
目
す
べ

き
は
、

自
由
党
の

佐
藤
貞
幹
、

桜
井
光
興
、

改
進
党

の

井
田
文
三
、

北
多
摩
の

正
義
派
と
一

脈
を
通
じ
て
い

た
添
田
知
義
ら
が
、

政
党
の

わ

く
を
越
え
て

同
盟
会
に

結
集
し
た
こ

と
で

あ
る
。

彼
等
に

は
「
此
事
（
地
価
修
正

）
タ

ル

ヤ

政
党
問
題
ニ

ア
ラ
ス

シ

テ
国
民
一

般
挙
テ

希
望
ス

ル

所
」（
前
掲
書
一

八
五

）
と
認
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識
さ
れ
て
い

た
。

こ

う
し
た
地
方
的
利
害
に

関
心
を
示
す
地
主
＝
名
望
家
層
の

動
向
に

政
府
は
敏
感
に

反
応
し
た
。

第
一

次
松
方
内
閣
は
い

わ
ゆ
る
積
極
主
義
を
ス

ロ

ー
ガ
ン

と
し
て
、

政
費
節
減
に
よ
っ

て

生
じ
た
歳
入
剰
余
を
財
源
と
し
て
、

軍
事
拡
張
費
だ
け
で

な
く
製
鋼
所
設
立
・

治
水
事
業
・

北
海
道
開
拓

等
の

継
続
事
業
費
を
予
算
案
に

組
み
込
み
、

ま
た
、

私
設
鉄
道
買
収
法
案
・

鉄
道
公
債
法
案
を
提
出
し
、

鉄
道
国
有
に
よ
る
交
通
機
関
の

拡
充
を
掲

げ
、

ま
た
信
用
組
合
法
・

農
会
法
を
提
出
し
て

農
業
の

改
良
を
公
約
し
、

監
獄
費
国
庫
支
弁
法
案
を
提
出
し
て

地
方
税
の

軽
減
を
唱
え
た
。

こ

う
し

た
地
方
の

殖
産
興
業
に
と
っ

て

魅
力
あ
る
方
針
を
打
ち
出
し
、

民
党
の

民
力
休
養
論
と
対
抗
し
よ
う
と
し
た
。

こ

う
し
た
方
針
は
直
ち
に

効
力
を
発

揮
し
な
か
っ

た
が
、

現
実
的
利
害
に

関
心
を
示
す
地
方
の

動
向
を
基
本
線
に
お
い

て

捉
え
た
も
の

で

あ
っ

た
。

一

方
、

民
党
の

民
力
休
養
論
は
、

貴
族
院
の

厚
い

壁
に

阻
ま
れ
、

ゆ
き
づ
ま
っ

た
。

現
実
的
な
利
益
還
元
を
求
め
る
地
方
の

声
は
、

次
第
に

民
党

を
変
質
さ
せ
、

第
四
回
帝
国
議
会
に
至
っ

て

自
由
党
の

積
極
主
義
へ

の

方
向
転
換
を
導
き
出
し
た
。

神
奈
川
県
政
に
お
い

て

も
、

そ
う
し
た
民
力
休

養
か
ら
積
極
主
義
へ

の

転
換
は
徐
々

に
、

し
か

も
確
実
に

進
行
し
た
。

二
　
民
力
休
養
と
県
会

消
極
行
政
と

民

力

休

養

帝
国
議
会
と
歩
調
を
あ
わ
す
よ
う
に
、

県
会
に

お
い

て

も
民
力
休
養
へ

の

志
向
は
き
わ
め
て

高
か
っ

た
。

自
由
民
権
期
以
来
、

県

会
の

こ

う
し
た
要
求
の

前
に
、

県
当
局
は
消
極
的
な
施
策
に

終
始
し
、

行
政
は
一

方
で

開
港
場
を
抱
え
て
い

る
と
い

う
特
殊
な
事

情
に
左
右
さ
れ
て
め
ぼ
し
い

成
果
を
あ
げ
て
い

な
か
っ

た
。

一

八
八
三
（
明
治
十
六

）
年
の

「
甲
部
巡
察
使
復
命
書
」（
前
掲
書
一

〇
三

）
に

は
、

県
会

に
お
い

て

大
幅
な
予
算
削
減
に

あ
っ

て

も
「
県
令
悉
ク

認
可
ヲ

与
へ

議
事
穏
便
ニ

結
了
セ

リ
」
と
あ
り
、

こ

う
し
た
県
当
局
の

対
応
が
「
外
国
交
際
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ニ

多
事
ナ
ル

カ

為
メ

内
政
上
ニ

充
分
力
ヲ

用
フ

ル

隙
ナ
キ
ニ

因
ル

ナ
ラ
ン

」
と
指
摘
さ
れ
て
い

た
。

お

隣
り
の

山

梨
県
は
、

「
県
令
ハ

土
木
教
育
ニ

熱
心
ナ
ル

ヲ

以
テ

到
処
、

道
路
ノ

修
繕
頗
ル

美
ニ

シ

テ
、

実
ニ

運
搬
ノ

便
ヲ

開

ク

者
ト
云
フ

可
シ
、

且
ツ

県
庁
、

学
校
、

病
院
ノ

如
モ

キ
頗
ル

壮
大
ノ

結
構
ニ

シ

テ
…
…
且
ツ

人
民
ノ

県
官
ニ

対

ス

ル

頗
ル

丁
寧
ニ

シ

テ
、

又
怨
ム

カ

如
キ
情
ハ

ナ

シ

」（「
地
方
景
況
ノ
一

班

」
一

八
八
六
年
、

三
島
通
庸
関
係
文
書
）

と
評
さ
れ
、

神
奈
川
県
と
は
対
蹠
的
で

あ
っ

た
。

神
奈
川
県
の

積
極
的
施
策
と
い

え
ば
甲
州
街
道
小
仏
峠
の

開
鑿

工
事
（
一

八
八
三
〜
六
年
）
ぐ
ら
い

で
、

そ
れ
に

し
て

も
、

松
方
デ
フ

レ

の

ひ
ど
い

金
融
逼
迫
の

と
き
に

あ
た
り
、

「
到
ル

処
、

県
令
ヲ

誹
罵
シ
、

道
路
ノ

開
鑿
ノ

為
メ

負
担
ノ

堪
エ

サ
ル

ヲ

嘆
ス

」（「
前
掲
書
」）
と
評
さ
れ
て
い

た
。

帝
国
議
会
の

開
設
さ
れ
た
一

八
九
〇
（
明
治
二

十
三

）
年
十
一

月
、

通
常
県
会
は
、

地
方
税
支
弁
と

な
っ

て

い

る
土
木
費
の

う
ち
、

国
道
修
繕
費
及
び
三
大
川
（
多
摩
川
、

相
模
川
、

酒
匂
川
）
の

治
水
費
と
監
獄
費
と
を
国
庫
支

弁
と
す
る
建
議
案
を
可
決
し
た
。

一

八
八
〇
（
明
治
十
三

）
年
の

太
政
官
布
告
第
四
八
号
に
よ
り
、

そ
れ
ま
で

国

庫
支
弁
で

あ
っ

た
監
獄
費
が
地
方
税
支
弁
と
な
り
、

ま
た
、

府
県
土
木
費
に

対
す
る
国
庫
下
渡
金
も
廃
止
さ
れ
、

そ
れ
以
来
府
県
財
政
は
極
度
に

逼
迫
し
て
い

た
。

こ

う
し
た
建
議
が
帝
国
議
会
の

開
設
に

向
け
て

可
決
さ
れ
た
こ

と
は
、

県
民
の

負
担
軽
減
要
求
が
い

か
に

切
実
な
も
の

か
を
示
し
て
い

た
。

第45表　県歳出総額にしめる割合

『神奈川県統計書』から作成

土
木
費
や
監
獄
費
は
、

警
察
費
な
ど
と
と
も
に
、

県
財
政
歳
出
の

上
で
、

き
わ
め
て

大
き
な
比
重
を
占
め
て
い

た
。

第
四
十
五
表
は
こ

う
し
た
費
目
と
県
民
生
活
に

深
い

か
か
わ
り
の

あ
る
教
育
費
及
び
勧
業
費
に
つ

い

て
、

一

八
九
〇
〜
九
四
年
に
至
る
歳
出
額
と
歳
出
総
額
に

占
め
る
割
合
を
表
し
た
も
の

で

あ
る
。

県
民
生
活
の

向
上
に

と

っ

て

迷
惑
で

し
か
な
い

監
獄
費
・

警
察
費
等
の

治
安
関
係
の

歳
出
が
歳
出
総
額
の
、

少
な
い

と
き
で

四
六
㌫
、

多
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い

と
き
で
五
五
㌫
に

達
し
て
い

た
。

こ

れ
を
涙
ほ
ど
の

勧
業
費
と
く
ら
べ

た
場
合
、

県
行
政
が
、

県
民
に

と
っ

て

消
極
的
な
意
味
し
か
持
ち
え
て
い

な
い

こ

と
が
明
白
で

あ
っ

た
。

そ
の

た
め
に
、

負
担
軽
減
へ

の

県
会
の

動
き
は
き
わ
め
て

活
発
で

あ
り
、

教
育
費
に

関
す
る
審
議
に

も
端
的
に

あ
ら

わ
れ
て

い

た
。

一

八
九
一

（
明
治
二

十
四

）
年
十
一

月
の

通
常
県
会
に
お

い

て
、

改
進
党
の

井
田
文
三
（
橘
樹
郡
）
は
常
置
委
員
の

減
額
説
に

賛
成
し
て

次
の

よ
う

に

発
言
し
て
い

た
。

師
範
学
校
ノ

如
キ
ハ

、

一

県
ノ

都
合
ニ

テ
、

其
存
廃
ヲ

為
シ

得
ラ
ル

ヽ

モ

ノ

ナ
レ

バ

廃
校
ス

ル

方
ガ

然
ル

ベ

シ

ト
云
フ

意
見
ナ
ル

ガ
、

如
何
セ

ン
、

同
校
ノ

如
キ

ハ

法
律
ノ

下
ニ

支
配
サ

ル

ヽ

ヲ

以
テ
、

之
ヲ

設
ケ

置
カ
サ

ル

ヲ

得
サ

レ

ト
モ
、

今
日
我
県
ノ

師
範
学
校
ヲ

見
ル

ニ

現
在
ノ

生
徒
ハ

九
十
一

人
ト
云
フ

コ

ト
ナ
ル

ガ
、

果
シ

テ
然
ラ
バ

生
徒
一

人
ニ

就
テ
其
額
ハ

一

七
五
円
ノ

割
ニ

当
レ

ル

ナ

リ
、

実
ニ

能
ク

考
フ

レ

バ
、

之
ハ

馬
鹿
気
タ

訳
デ
、

仮
令
バ

農
家
ニ

マ

レ
、

商
業
ニ

マ

レ
、

年
ニ

百
円
ノ

資
本
金
ヲ

投
ス

レ
バ

必
ズ

其
利
殖
ノ

道
ア
レ

ド
、

独
リ
師
範
学
校
生
徒
ニ

至
ッ

テ
ハ

丸
デ
種
ナ
シ

ニ

ナ
ル

ト

云
フ
ベ

キ
ナ
リ
云
々

（『
通
常
県
会
議
事
筆
記
』
一

八
九
一

年
）

井
田
の

こ

の

よ
う
な
意
見
は
極
端
な
例
に

み
え
る
が
、

当
時
地
方
の

有
力
者
層
は
維
新
以
来
、

自
力
で

私
塾
に

学
ん
だ
者
が
大
半
で

あ
っ

た
か

ら
、

こ

う
し
た
意
見
が
あ
っ

て

も
不
思
議
で

は
な
い
。

一

八
九
二
（
明
治
二
十
五

）
年
三
月
の

臨
時
県
会
に

諮
問
さ
れ
た
尋
常
中
学
校
設
置
問
題
に

も
、

こ

う
し
た
県
会
の

民
力
休
養
へ

の

志
向
が
よ
く

現
れ
て
い

た
。

知
事
の

諮
問
に

対
し
、

県
会
は
、

本
県
は
東
京
に

隣
接
し
て
い

る
か
ら
こ

と
さ
ら
中
学
校
を
設
立
す
る
必
要
は
な
い

と
答
申
し
た
。

そ
の

結
果
、

知
事
は
当
局
へ

二

回
に

わ
た
っ

て

上
申
し
た
が
、

そ
の

都
度
却
下
さ
れ
た
。

そ
の

た
め
、

同
年
十
一

月
に

臨
時
県
会
を
招
集
し
、

再
び

尋
常
中
学
校
費
を
追
加
予
算
と
し
て

県
会
の

審
議
に
か

け
た
。

し
か
し
県
会
は
こ

れ

を
廃
案
と

し
、

合
わ
せ
て

「
尋
常
中
学
校
設
立
之
儀
ニ

付
建

議
」
を
可
決
し
た
の

で

あ
っ

た
。

こ

の

建
議
は
「
当
今
、

地
方
ノ

負
担
軽
カ
ラ
ス
、

民
力
従
ツ

テ
困
弊
セ

ル

ノ

際
、

斯
ノ

如
キ
不
急
ノ

学
校
ヲ

設
立

ス

ル

ハ

私
共
ノ

断
シ

テ
取
ラ
サ
ル

所
ナ
リ
」（『
神
奈
川
県
会
史
』
第
二

巻
）
と
強
調
し
て
い

た
。
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地
域
的
利
害
対

立
の

顕
在
化

し
か
し
、

こ

う
し
た
民
力
休
養
へ

の

志
向
は
、

帝
国
議
会
で

も
地
租
軽
減
を
め
ぐ
っ

て
、

地
価
修
正
と
い

う
自
己
の

地
域
＝

選

挙
地
盤
に

有
利
な
主
張
が
現
れ
た
よ
う
に
、

県
会
に
お
い

て

も
、

自
己
の

地
域
に

有
利
な
要
求
を
か
ら
ま
せ
た
発
言
が
審
議
に

色
濃
く
あ
ら
わ
れ
て

い

た
。

師
範
学
校
や
尋
常
中
学
校
の

よ
う
な
直
接
的
に

は
議
員
各
々

の

選
出
地
盤
と
か
か
わ
り
の

な
い

も
の

は
そ
う
で

も
な
か

っ

た
が
、

監
獄
費
や
土
木
費
な
ど
の

審
議
に
は
地
域
的
な
利
害
が
公
然
と
顔
を
出
し
て
い

た
。

監
獄
費
が
地
域
的
利
害
対
立
の
一

つ

と
な
っ

た
の

は
、

警
察
費
と
な
ら
ん
で

市
部
人
口
の
一

人
当
た
り
の

負
担
率
が
高
か
っ

た
か
ら
で

あ
る
（
一

八
八
一

〈
明
治
十
四
〉
年
以
来
、

二
か
年
を
除
い

て

郡
部
の

二
倍
と
な
っ

て
い

た
。

警
察
費
は
、

総
額
の

六
分
の
一

は
国
庫
か
ら
の

補
助
が
あ
り
〈
一

八
八
八
年
八
月

勅
令
第
六
一

号
〉、

ま
た
、

郡
・

市
の

巡
査
配
置
数
に
よ
っ

て

負
担
割
合
が
定
め
ら
れ
て
い

た
の

で
、

郡
部
と
市
部
の

対
立
要
因
と
は
な
ら
な
か
っ

た

）。

ま
た
、

土

木
費
の

場
合
、

こ

の

費
目
中
の

治
水
費
を
め
ぐ
っ

て

郡
部
内
で
い

わ
ゆ
る
山
岳
党
と
河
川
党
と
の

対
立
が
あ
っ

た
。

こ

の

対
立
が
地
方
税
郡
市
連
帯

支
弁
費
を
審
議
す
る
通
常
県
会
に

お
い

て
、

監
獄
費
の

負
担
割
合
を
め
ぐ
る
郡
・

市
の

対
立
に
か
ら
み
複
雑
な
様
相
を
現
し
て
い

た
。

一

八
九
一

（
明
治
二

十
四

）
年
十
一

月
の

通
常
県
会
で

は
、

県
当
局
は
こ

う
し
た
状
況
に

か

ん
が

み
、

監
獄
費
及
び
監
獄
建
築
修
繕
費
の

負
担
割

合
を
郡
・

市
平
等
と
し
、

そ
れ
ま
で

郡
部
地
方
税
負
担
で

あ
っ

た
三
大
川
（
多
摩
川
・

相
模
川
・

酒
匂
川
）
の

治
水
費
を
連
帯
支
弁
費
目
の

中
に

加
え

た
。

と
こ

ろ
が
郡
部
議
員
が
多
数
を
占
め
る
常
置
委
員
会
で

は
こ

の

三
大
川
の

費
目
を
連
帯
支
弁
か
ら
削
除
し
、

こ

れ
を
郡
部
限
り
の

支
弁
と
し
、

監
獄
費
の

負
担
割
を
例
年
ど
お
り
市
部
の

二

倍
負
担
と
修
正
し
た
。

監
獄
費
の

修
正
理
由
は
「
慣
例
」
と
い

う
き
わ
め
て

簡
単
な
も
の

で
、

ま
た
三

大
川
の

場
合
は
、

こ

れ
ら
の

治
水
費
を
連
帯
支
弁
と
す
る
な
ら
ば
、

他
の

中
小
河
川
も
連
帯
支
弁
に

入
れ
る
べ

き
で

あ
り
、

そ
う
す
る
こ

と
が
出
来

な
い

な
ら
、

三
大
川
も
連
帯
支
弁
か
ら
除
く
の

が
道
理
で

あ
る
と
い

う
の

が
修
正
理
由
で

あ
っ

た
。

市
部
議
員
の

多
く
は
、

罪
人
は
天
下
の

罪
人
で

あ
っ

て
、

一

部
地
域
の

罪
人
で

は
な
い

と
し
、

監
獄
費
の

郡
市
平
等
負
担
を
主
張
し
た
。

市
部
議
員
の

今
村
角
太
郎
は
、

昨
年
十
一

月
の

通
常
県
会

が
全
会
一

致
し
て
、

国
道
修
繕
費
・

三
大
川
の

治
水
費
及
び
監
獄
費
の

国
庫
支
弁
を
決
議
し
た
精
神
は
ど
こ

に

あ
っ

た
か

を
問
い
、

そ
う
な
っ

た
の
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は
「
地
方
税
ノ

範
囲
ヲ

脱
ス

ヘ

キ
モ

ノ

」（『
神
奈
川
県
通
常
県
会
議
事
筆
記
』
一

八
九
一

年
）
と
い

う
共
通
認
識
が
で

き
た
か

ら
で

は
な
い

か

と
強
調

し
、

三
大
川
の

治
水
費
も
監
獄
費
も
共
に

郡
市
が
平
等
に

負
担
す
べ

き
だ
と
原
案
支
持
を
訴
え
た
。

こ

う
し
た
主
張
に

対
し
、

大
住
郡
の

前
田
久
治
、

愛
甲
郡
の

中
村
得
治
ら
は
、

今
村
が
言
う
よ
う
に
こ

れ
ら
の

費
目
は
た
し
か
に

「
地
方
税
ノ

範

囲
」
を
越
え
た
問
題
で
、

国
庫
負
担
と
な
す
べ

き
は
当
然
と
し
な
が
ら
も
、

さ
し
あ
た
っ

て

地
方
税
に

よ
っ

て

負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の

だ
か

ら
、

「
徴
税
ノ

通
義
」
と
し
て

富
者
が
貧
者
よ
り
も
多
く
負
担
す
る
の

が
道
理
で

あ
る
と
主
張
し
、

開
港
場
と
し
て

繁
栄
す
る
市
部
の
二

倍
負
担
を

主
張
し
た
。

し
か
し
、

こ

う
し
た
ま
じ
め
な
議
論
は
少
数
で
、

郡
部
の

多
く
の

議
員
は
、

横
浜
に

罪
人
が
多
い

の

は
、

繁
栄
の

結
果
で

あ
り
、

罪
人

を
製
造
し
て
い

る
の

だ
か

ら
市
部
が
郡
部
の
二

倍
を
負
担
と
す
る
の

は
当
然
だ
と
す
る
意
見
が
多
数
を
占
め
て
い

た
。

津
久
井
郡
の

岡
部
芳
太
郎
は
、

監
獄
費
の

市
部
二
倍
負
担
や
三
大
川
治
水
費
の

連
帯
支
弁
か
ら
の

削
除
に

も
満
足
せ

ず
、

土
木
費
中
の

国
道
修
繕

費
を
地
方
税
皆
支
弁
と
せ

ず
、

補
助
と
す
る
修
正
案
を
出
し
た
。

理
由
は
、

国
道
に

接
す
る
町
村
は
、

そ
れ
に
よ
っ

て

「
非
常
ノ

利
益
」
を
受
け
て

い

る
の

だ
か
ら
、

沿
道
町
村
が
そ
の

修
繕
費
の
一

部
を
負
担
す
る
の

が
当
然
で

あ
る
と
す
る
と
こ

ろ
に

あ
っ

た
。

岡
部
の

選
挙
地
盤
で

あ
る
津
久
井

郡
も
十
六
号
国
道
す
な
わ
ち
甲
州
街
道
の

難
所
を
か
か
え
て

お
り
、

補
助
と
し
た
場
合
そ
の

沿
道
町
村
も
大
き
な
負
担
を
す
る
こ

と
に

な
る
か
ら
、

一

見
、

受
益
者
負
担
論
的
な
筋
論
の

よ
う
に

み
え
る
。

し
か
し
、

こ

の

岡
部
の

主
張
に
は
か
ら
く
り
が
あ
っ

た
。

三
大
川
の

治
水
費
を
郡
市
連
帯
支

弁
か
ら
削
除
し
た
結
果
、

当
然
郡
部
地
方
税
の

負
担
と
な
る
わ
け
で

あ
る
が
、

そ
う
し
た
場
合
、

郡
部
会
で

は
河
川
沿
岸
町
村
と
関
係
の

あ
る
議
員

の

地
方
税
皆
支
弁
論
と
、

そ
う
で

な
い

議
員
の

町
村
土
木
補
助
費
論
と
が
対
立
す
る
の

が
目
に

見
え
て
い

る
。

岡
部
は
郡
部
会
に
お

け
る
治
水
費
の

地
方
税
皆
支
弁
に

反
対
す
る
布
石
と
し
て
、

国
道
修
繕
費
補
助
論
を
主
張
し
た
の

で

あ
っ

た
。

さ
す
が
に
こ

う
し
た
意
見
は
、

南
多
摩
郡
の

土
方
房

五
郎
を
中
心
と
し
た
郡
部
自
由
党
系
議
員
の

根
ま
わ
し
で
つ

ぶ
さ
れ
、

岡
部
の

修
正
案
は
た
っ

た
三
名
の

賛
成
を
得
た
だ
け
で
、

常
置
委
員
案
が
可

決
さ
れ
た
。
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県
当
局
の

郡
市
均
衡
策
は
こ

う
し
て

失
敗
に

帰
し
た
。

翌
九
二

年
十
一

月
の

通
常
県
会
に

は
、

県
当
局
は
、

郡
市
均
衡
策
と
し
て
、

監
獄
費
の

負

担
割
合
を
郡
市
平
等
と
し
、

連
帯
支
弁
費
目
と
し
て

土
木
費
中
に

第
四
十
五
号
国
道
の

修
繕
費
を
入
れ
た
の

で

あ
る
。

こ

の

第
四
十
五
号
国
道
は
横

浜
と
横
須
賀
を
結
ぶ

道
路
で
、

一

八
八
七
（
明
治
二
十
）
年
勅
令
第
二
八
号
（「
東
京
ヨ

リ
鎮
守
府
ニ

達
ス

ル

道
路
及
鎮
守
府
ト
鎮
台
ト
拘
聯
ス

ル

道
路
ハ

自

今
国
道
ニ

編
入
ス

」）
に

よ
り
、

国
道
に

編
入
さ
れ
た
。

県
当
局
は
一

八
八
八
、

八
九
の

両
年
度
予
算
案
の

土
木
費
中
に
こ

の

第
四
十
五
号
国
道
を
連

帯
支
弁
費
目
に

入
れ
た
が
、

そ
の

都
度
県
会
で

否
決
さ
れ
、

他
の

県
道
な
み
に
、

郡
部
の

地
方
税
支
弁
費
目
中
の

町
村
土
木
補
助
費
と
し
て

取
り
扱

わ
れ
て

き
た
。

県
当
局
は
今
度
は
郡
市
均
衡
策
の
一

環
と
し
て

九
三
年
度
郡
市
連
帯
地
方
税
予
算
案
の

中
に

再
度
編
入
し
た
の

で

あ
っ

た
。

そ
の

理

由
は
、

国
道
で

あ
る
以
上
他
の

第
一

号
・

第
二

号
・

第
十
六
号
と
同
様
連
帯
支
弁
と
す
べ

き
で

あ
る
と
い

う
こ

と
で

あ
っ

た
。

し
か
し
、

常
置
委
員

会
は
例
年
の

よ
う
に

監
獄
費
を
市
部
の

二

倍
負
担
と
し
、

国
道
修
繕
費
に

は
「
四
五
号
国
道
ヲ

除
ク

」
と
但
し
書
を
つ

け
原
案
を
修
正
し
た
。

ま
た

ま
た
県
当
局
の

思
わ
く
が
は
ず
れ
て

し
ま
っ

た
。

第
四
十
五
号
国
道
を
連
帯
支
弁
と
す
る
こ

と
に

強
硬
に

反
対
し
た
の

は
、

南
多
摩
郡
の

土
方
房
五
郎
、

津
久
井
郡
の

岡
部
芳
太
郎
、

横
浜
市
の

来
栖

惣
兵
衛
で

あ
っ

た
。

土
方
は
、

こ

の

道
路
が
国
道
と
な
っ

た
の

は
、

政
府
が
「
全
ク

陸
海
軍
ノ

鼻
息
ヲ

窺
ツ

テ
附
タ
ル

モ

ノ

」『（
神
奈
川
県
通
常
県
会

議
事
筆
記
』
一

八
九
二

年
）
と
言
い
、

岡
部
は
「
国
道
ト
名
称
ヲ

附
シ

タ
ル

ハ

…
…
陸
軍
省
ノ

御
勝
手
」
と

批
難
し
た
。

ま
た
、

来
栖
は
「
地
方
経
済

ノ

上
ヨ

リ
見
ル

ト
、

何
モ

陸
軍
省
ノ

手
伝
ヲ
ス

ル

ニ

ハ

及
ハ

サ
ル

コ

ト

」
と
言
い
、

こ

の

道
路
が
「
殖
産
興
業
ノ

目
的
ヲ

以
テ

連
帯
支
弁
ニ

セ

サ
ル

ヲ

得
ス

ト
云
フ

如
キ
要
用
ノ

道
路
ト
ハ

其
性
質
ヲ

異
ニ

セ

リ

」
と
断
定
し
た
。

軍
事
目
的
と
い

う
き
わ
め
て

政
治
的
な
性
格
を
も
ち
、

し
か
も
県
民

の

生
業
に
と
っ

て

効
用
の

な
い

こ

の

道
路
の

国
道
編
入
に

対
す
る
反
発
は
か
な
り
激
し
い

も
の

で

あ
っ

た
。

来
栖
は
、

さ
ら
に
こ

の

道
路
が
連
帯
支

弁
と
な
れ
ば
市
部
が
喜
ぶ
だ
ろ
う
な
ど
と
の

説
は
大
き
な
誤
り
で

あ
り
、

市
は
市
自
身
で

道
路
の

管
理
を
し
て
い

る
の

で
、

県
の

経
済
に

組
み
入
れ

ら
れ
る
こ

と
な
ど
「
有
難
迷
惑
」
で

あ
る
と
当
局
の

思
わ
く
を
批
難
し
た
。

来
栖
と
は
異
な
っ

て
、

市
部
の

多
く
の

議
員
は
監
獄
費
の

郡
市
平
等
負
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担
と
の

か
ら
み
第
四
十
五
号
国
道
の

連
帯
支
弁
案
に

賛
成
し
て
い

た
。

結
果
的
に
は
常
置
委
員
の

修
正
案
ど
お

り
と
な
っ

た
が
、

注
目
す
べ

き
は
、

原
案
支
持
者
の

中
に

は
、

久
良
岐
郡
や
三
浦
郡
の

御
当
地
議
員
、

そ

れ
に
ア
ン

チ
自
由
党
の

議
員
だ
け
で

な
く
、

自
由
党
系
の

高
座
郡
の

大
島
正
義
や
都
筑
郡
の

小
嶋
貞
雄
ら
が
い

た
こ

と
で

あ
る
。

こ

の

時
期
に

は
、

か
な
り
の

郡
部
議
員
の

間
で

予
算
を
出
来
る
だ
け
削
減
す
る
と
い

う
民
力
休
養
的
な
消
極
策
に

満
足
せ

ず
、

殖
産
興
業
と
し
て

の

意
義
を
も
つ

道
路

の

改
修
に

積
極
的
な
予
算
を
組
む
こ

と
に

関
心
が
た
か
ま
っ

て
い

た
。

九
二

年
十
一

月
と
い

え
ば
、

第
四
回
帝
国
議
会
を
前
に
し
て
、

自
由
党
が
積
極
主
義
へ

と
方
向
転
換
を
始
め

た
時
期
で

あ
り
、

県
政
に

お
い

て

も
、

単
な
る
民
力
休
養
に
か
ら
む
地
域
利
害
対
立
と
い

う
様
相
か
ら
、

そ
れ
に

積
極
主
義
が
か
ら
む
と
い

っ

た
様
相
へ

と
転
換
を
始
め
て
い

た
。

三
　
積
極
主
義
と
県
会

山
岳
党
と
河
川
党

一

八
八
九
（
明
治
二
十
二

）
年
十
一

月
の

通
常
郡
部
会
に

お

い

て
、

南
多
摩
郡
選
出
の

細
野
喜
代
四
郎
は
興
味
あ
る
発
言
を

し
て
い

る
。

抑
モ

此
道
路
ナ
ル

モ

ノ
ハ

之
ヲ

人
体
ニ

譬
フ

レ
バ

筋
ナ

リ
、

然
ル

ニ

目
下
県
下
ノ

有
様
ヲ

見
ル

ニ

緊
要
ナ
ル

筋
ト
モ

云
フ

ヘ

キ
道
路
ハ

既
ニ

破
壊
ヲ

極
メ

リ
、

是

レ

道
路
ナ
ル

ガ

故
ニ

破
壊
シ

テ
モ

忍
ビ

居
ル

ナ
レ

ド
モ
、

若
シ

人
体
ノ

筋
ナ
ラ
バ

少
シ

ノ

破
損
ニ

テ
モ

立
ツ

コ

ト
能
ハ

ズ
、

血
液
ノ

運
動
ヲ

止
ム

ヘ

シ
、

今
日
道
路

ノ

破
壊
セ

ル

ハ

其
罪
ヲ

天
下
国
家
ニ

帰
セ

シ

ム

ル

コ

ト

能
ハ

ザ
ル

ナ
リ
、

依
テ
壱
万
円
ニ

増
額
ス

ル

説
ヲ

賛
成
ス
、

此
ハ

啻
ニ

道
路
ノ

ミ

ナ
ラ
ズ
河
川
ノ

方
モ

同
一

ノ

事
ニ

テ
、

本
員
ハ

山
岳
党
ニ

ア
ラ
ズ
、

亦
河
川
党
ニ

モ

ア
ラ
ザ
レ

ド
、

先
ツ

河
川
党
ノ

方
ナ
リ
、

一

体
治
川
村
落
ノ

困
難
ハ

傍
観
ス

ル

ニ

忍
ビ
ズ
、

益
々

進
デ
増

額
セ

ン

ト
云
フ

考
ナ
レ

ト
モ
、

権
衡
上
ヨ

リ
云
ハ

ヾ

治
水
費
ノ

ミ

増
額
シ

テ
道
路
費
ノ

増
額
ヲ

為
サ
ザ
ル

ハ

甚
ダ
不
可
ナ
リ
、

且
ツ

治
水
費
ト
道
路
費
ト
権
衡
ヲ

得

セ

シ

メ

ン

ト
ス

ル

ニ

ハ

、

先
ツ

此
道
路
費
ヲ

壱
万
円
ト
シ

テ
、

稍
ヤ
其
当
ヲ

得
タ
ル

モ

ノ

ト
思
考
ス

ル

云
々

（『
神
奈
川
県
通
常
郡
部
会
議
事
記
』
一

八
八
九
年
）
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こ

の

細
野
の

発
言
は
、

町
村
土
木
補
助
費
中
の

道
路
橋
梁
費
五
千
五
百
四
十
八
円
余
を
一

万
円
に

増
額
す
る
と
い

う
愛
甲
郡
選
出
の

井
上
篤
太
郎

の

提
案
に

対
し
て

な
さ
れ
た
も
の

で

あ
っ

た
。

細
野
は
自
ら
河
川
党
の

方
と
し
な
が
ら
、

両
派
の

権
衡
上
井
上
案
に

賛
成
し
た
の

で

あ
っ

た
。

治
水
費
と
道
路
橋
梁
費
は
毎
年
の

よ
う
に

郡
部
会
の

対
立
点
と
な
っ

て
い

た
。

国
家
財
政
に
よ
る
地
方
財
政
の

圧
迫
、

そ
の

上
に
、

開
港
場
に

精

力
を
奪
わ
れ
停
滞
し
た
県
行
政
、

そ
う
し
た

状
況
の

も
と

で
、

河
川
近
隣
町
村
は
毎
年
の

よ
う
に

水
害
に

み
ま
わ
れ
、

そ
の

た
め
に

多
額
の

地
方
税
と
町
村
費
を
消
費
し
て
い

た
。

一

方
河
川
に

直
接
的
に

関
係
の

な
い

町
村
は
な
ん
ら
の

見
返

り
の

な
い

治
水
費
に

強
い

不
満
を
も
っ

て
い

た
。

第46表　堤防築造修繕費総額に占める地方税及び町村費の割合

『神奈川県統計書』から作成

第47表　道路新開修繕費総額に占める地方税及び市町村費（税）
の割合

『神奈川県統計書』から作成

第
四
十
六
表
を
見
て

も
明
ら
か
な
よ
う
に
、

堤
防
費
の

う

ち
六
六
㌫
〜
八
六
㌫
が
地
方
税
か
ら
の

支
出
で

ま
か
な
わ
れ

て
い

た
。

こ

れ
と
は
反
対
に
、

第
四
十
七
表
に

み
る
よ
う
に

道

路
費
に

占
め
る
地
方
税
の

割
合
は
き
わ
め
て

低
く
、

一

八
九

一

年
ま
で

は
圧
倒
的
に

市
町
村
費
の

占
め
る
割
合
が
高
く
な

っ

て
い

た
。

山
岳
党
と
い

わ
れ
る
議
員
の

不
満
は
こ

う
し
た

点
に

あ
っ

た
の

で

あ
る
。

南
多
摩
郡
の

青
木
正
太
郎
の

次
の

よ
う
な
発
言
は
山
岳
党
の

不
満
を
よ
く
あ
ら
わ
し
て
い

る
。

全
県
下
ヲ

通
観
ス

ル

ニ

、

堤
防
ア
ル

地
方
ハ

河
川
ニ

因
テ

運
搬

©神奈川県立公文書館




